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 １２月になり、今年も残り１ヵ月となりました。２学期末考査も目前です。 

 「光陰矢の如し」の言葉のとおり、時の経つのは本当に早いものです。この時期になると、「あれもできな

かった」「これもできなかった」などと嘆く声があちらこちらから聞こえてきます（私もその１人です）。 

 しかし、過ぎたことを嘆いても仕方がありません。できなかったことも確かにあったかもしれませんが、

できたこと、楽しかったことが必ずあったはずです。そのことを胸に刻み、来る２０２３年へと向かってい

きましょう。期末考査の準備を怠らず、安心して年が越せるようにしましょう。 

 来年がいい年でありますように。 

 

最近の行事から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修学旅行で沖縄へ行きました 

 ２学年は１１／１３（日）～１１／１５（火）の２泊３日で沖縄へ行

ってきました。 

 

【第１日】 

 朝、羽田空港に集合し、沖縄へと向かいました。 

 ひめゆり資料館で、生徒たちは展示資料を食い入るように見て、戦争

の悲惨さ、悲しさ、命の尊さを感じていました。 

 

【第２日】 

 午前中は美ら海水族館を見学、午後はもとぶ元気村でマリン体験や文

化体験を行いました。 

 夕食はホテル前ビーチでＢＢＱを楽しみました。その後、希望する班

はビーチを散策しました。 

 

【第３日】 

 午前中は班別研修を行い、国際通りを散策しました。 

 那覇空港の集合ではどの班も集合時間を守り、立派でした。 

 午後の便で沖縄を発ち、羽田空港へと向かいました。非常に充実した

２泊３日でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点別評価に関する職員研修会を行いました 

 １１／１７（木）、観点別評価に関する職員研修会を実施しました。 

 今年度から高等学校においても観点別評価が本格実施されています。 

 高校においてはまだ日が浅い、観点別評価を、より良いものにしてい

くために行いました。 

 研修会のメインは教科間の意見交換でした。グループに分かれ、各教

科から現状報告をした後、質疑応答を行いました。 

 他教科と評価についての話し合いをすることで、職員は新しい視点を

得ることができ、相互理解も深まりました。 

淑徳大学と高大連携協定を締結しました 

 １１／１６（水）、本校と淑徳大学は、高大連携に関する協定を締結し

ました。 

 この協定は、両者が相互に教育資源等を活用し、地域社会の発展と人

材の育成に寄与することを目的としております。 

 当面の取組としては、淑徳大学による出前授業の実施、キャリア教育

や学習支援活動における連携が計画されています。具体的なことは、今

後両者で意見交換しながら進めていきます。 

 協定締結式は淑徳大学埼玉キャンパスで行われました。 

１学年職業理解ガイダンスを行いました 

 １１／１６（水）、１学年職業理解ガイダンスを行いました。 

 上級学校の講師をお招きし、１６の職業分野ごとに分科会を開催しま

した。 

 生徒たちはそれぞれ希望する２つの分科会に参加し、職業についての

理解を深めることができました。 

薬物乱用防止教室を実施しました 

 １１／１５（火）、日本薬科大学准教授の山路誠一先生をお招きし、薬

物乱用防止教室を実施しました。 

 薬学の視点から、薬の処方法の注意点など生徒にも親しみのあるとこ

ろからお話をいただきました。 

 さらに、化学式の違いによる市販薬と違法薬物との相違点など理論的

にも丁寧にご講演いただきました。 

 生徒はメモを取りながら、真剣に話を聞いている様子でした。 


